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Ⅱ. 成果の概要（総括研究報告） 

 
①患者調査のための統一プロトコール作成 

 2016 年 4 月 8 日の第 1 回班会議にて、サルコペニア評価方法、サルコペニア評価基準の策定、関連調

査項目の選定について協議し、アジアのサルコペニアワーキンググループ（AWGS）の基準に準じ、筋量（タ

ニタ社製体組成計 MC-780A 使用）、握力、歩行速度（2.44ｍまたは 4ｍ）の 3 つを評価基準とすること、関

連調査項目における糖尿病関連データとフレイル調査項目を含めることを決定した。それを元に、2016 年 6

月 7 日に大阪大学ヒトゲノム研究に関する倫理審査委員会の承認を得、2016 年 6 月 27 日に統一プロトコ

ールを確定、患者調査票も確定した。 

 

②患者調査 

 大阪大学と勝谷医院では2016年7月13日から、患者調査を開始、近畿大学と愛媛大学（松山赤十字病院

を含む）については、2016年6月7日に承認された大阪大学の倫理審査内容を元に、近畿大学、愛媛大学

での倫理審査申請を行い、承認を得た後、9月1日から両施設にて患者登録を開始した。現在、2017年3月

末までに394例（目標症例数の約40％）を登録し、その一部を2017年2月24日の成果報告会にて報告した。 

現在までの解析では、サルコペニアの頻度は約 6％、フレイルの頻度は約 15％であり、血中インスリン濃度

とサルコペニア、フレイル頻度との間に正の相関がみられている。 

 

③コホート調査 

 地域住民を対象としたコホート調査では、1）ながはまコホートでは、2016 年 9 月から 2017 年 2 月までに計

23日調査を行い、新たに約1,500名程度を追加リクルートし、２型糖尿病患者を含む10,120人分（うち8,559

人では 5 年間の縦断的なデータあり）のデータ・セットを構築した。2）抗加齢ドックでは、2016 年度で約 150

名分のデータを収集し、延べ 2,840 人のデータセットを構築した。3）SONIC 研究では、2016 年度は 76±1

歳を調査し、会場調査参加者は 678 名 訪問調査参加者を含めると約 800 名分のデータを収集した。現在

そのデータを元にデータセットを構築中である。3 つのコホート研究で横断解析可能な累積症例数としては、
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既に目標を達成している。これまでの検討では、HOMA 指数と筋量との負の関連、スタチンの使用と大腿四

頭筋量との負の関連などがみられている。 

 

④有病率・リスク因子の検討については、2017 年度に施行予定である。 

 

① Development of standard operating procedure 

We discussed the assessment of sarcopenia, diagnosis of sarcopenia and selection of the factors related to 

sarcopenia in the first team meeting on 8/Apr/2016.  In that meeting, the criteria of sarcopenia in this 

study was determined as measurement muscle mass using multifrequency BIA (TANITA MC-780A), grip 

strength and 2.44 meter or 4 meter gait speed, and we decided to include the data related to diabetes and 

frailty in this investigation.  According to this decision, the protocol of this study was approved by the 

Ethics Committee for Human Genome and Gene Analysis Research, Osaka University on 7/Jun/2016, and 

the unified protocol and the survey sheet for subjects were determined on 27/Jun/2016. 

 

② Measurement of clinical characteristic in diabetic patients 

We started collecting subjects’ data from 13/Jul/2016 at Osaka University Hospital and Katsuya medical 

clinic, and from 1/Sep/2016 at Kinki University Hospital and Ehime University Hospital after the approval 

of Ethical Review Committees of each university. We have collected 394 patients in total (40% of the target 

number) so far, 2017 and reported the tentative results in the meeting of accomplishment report on 

24/Feb/2017.  The findings so far are as follows; the frequency of sarcopenia and frailty is about 6% and 

15%, respectively, and there is a positive correlation between serum insulin concentration and frequency of 

sarcopenia and frailty. 

 

③ Cohort study for sarcopenic subjects  

The cohort studies using community-dwelling subjects; In Nagahama-Cohort Study, additional about 1,500 

subjects has been recruited by 23 surveillance from Sep 2016 to Feb 2017 and the data set for 10.120 

subjects including those with diabetes (8,559 subjects having longitudinal data for 5 years) has been devel-

oped.  In the comprehensive medical examination for elderly people, additional about 150 subjects has been 

recruited in 2016 and the data set for 2,840 subjects including those with diabetes has been developed.  In 

SONIC (Septuagenarians, Octogenarians, Nonagenarians Investigation with Centenarians) Study, about 800 

subjects aged 76±1 years has been recruited in 2016 and now the data set for this surveillance has been 

being developed.  We have achieved the target number of subjects for cross-sectional analysis these 3 

cohort studies.  The findings so far are as follows; there is a negative correlation between HOMA-IR and 

muscle mass measured using bioelectrical impedance analysis (BIA) in Nagahama-Cohort Study, and there 

is a negative correlation between usage of statin and thigh muscle mass measured using computed tomogra-

phy (CT), etc. 

 

④ Calculation of prevalence of and risk factors for sarcopenia 

We will perform calculation of prevalence and risk factors for sarcopenia since April 2017. 
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Masui Y, Arai Y, Ishizaki T, Rakuki H. Association of Combination of Hypertension and Dia-
betes with Cognitive Function among The 70-years –old Japanese General Population from 
Longitudinal Observation in The SONIC Study. International Society of Hypertension 
2016.Sep.24-29,2016 Seoul KOREA. 
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24. Kabayama M, Kamide K, Gondo Y, Masui Y, Ryuno H, Nakaga T, Yamamoto K, Sugimoto K, 
Ikebe K, Arai Y, Ishizaki T, Rakuki H. The Association of The Blood Pressure with Frailty 
Indications among Community-Dwelling Older Man with or Without Antihypertensive 
Treatment. International Society of Hypertension 2016. Sep.24-29,2016 Seoul KOREA. 

25. Masui Y, Gondo Y, Nakagawa T, Ishioka Y, Arai Y, Kamide K, Ikebe K, Ishizaki T. Buffering 
Effects of Gerotranscendence on Mental Health When Experiencing Physical Function De-
cline. 2016 GSA Annual Scientific Meeting. Nov.16-20, 2016. New Orleans USA. 

26. 神出 計：高齢者の循環器疾患とフレイル 第 58 回老年医学会学術集会 平成 28 年 6 月 8～
10 日 金沢 

27. 清重映里，樺山 舞，龍野洋慶，井上貴子，杉本 研，新井康通，石崎達郎，権藤恭之，楽木

宏実，神出 計：介護認定とメタボリックシンドローム及び疾患の関連性の検討（SONIC 研

究） 第 58 回老年医学会学術集会 平成 28 年 6 月 8～10 日 金沢 
28. 井上貴子，樺山 舞，龍野洋慶，杉本 研，新井康通，石崎達郎，池邉一典，権藤恭之，楽木

宏実，神出 計：90 歳前後の地域高齢者の身体測定における身体機能と栄養状態との関連 第

58 回老年医学会学術集会 平成 28 年 6 月 8～10 日 金沢 
29. 関口敏影，神出 計，池邉一典，龍野洋慶，樺山 舞，杉本 研，新井康通，石崎達郎，権藤

恭之，樂木宏実：地域一般高齢者における腎機能とたんぱく質摂取量との関連について―

SONIC study を用いた縦断研究― 第 58 回老年医学会学術集会 平成 28 年 6 月 8～10 日 

金沢 
30. 龍野洋慶，神出 計，池邉一典，樺山 舞，杉本 研，稲垣宏樹，新井康通，石崎達郎，権藤

恭之，樂木宏実：高齢期における TOMM40 遺伝子の認知機能低下への関与（SONIC 研究 3
年間の追跡による知見） 第 58 回老年医学会学術集会 平成 28 年 6 月 8～10 日 金沢 

31. 横山世理奈，山本浩一，小黒亮輔，杉本 研，神出 計，池邉一典，権藤恭之，樂木宏実：レ

ニンアンジオテンシン系降圧薬（RAS 系降圧薬）が筋力に与える影響～SONIC 研究から～ 

第 58 回老年医学会学術集会 平成 28 年 6 月 8～10 日 金沢 
32. 澤山泰佳，樺山 舞，清重映里，井上貴子，龍野洋慶，関口敏影，杉本 研，権藤恭之，池邉

一典，稲垣弘樹，増井幸恵，新井康通，石崎達郎，樂木宏実，神出 計：一般高齢者における

喫煙が認知機能に及ぼす影響：SONIC 研究 第 52 回日本循環器病予防学術学会 平成 28 年

6 月 17～18 日 浦和 
33. 清重映里，樺山 舞，井上貴子，澤山泰佳，神出 計：地域在住一般住民における介護認定の

有無と生活習慣及びその要因の関連性の検討（SONIC 研究） 日本地域看護学会第 19 回学術

集会 平成 28 年 8 月 26～27 日 下野 
34. 澤山泰佳，樺山 舞，清重映里，井上貴子，神出 計：地域在住高齢者における喫煙と認知機

能の関連性の検討：SONIC 研究 日本地域看護学会第 19 回学術集会 平成 28 年 8 月 26～27
日 下野 

35. 井上貴子，樺山 舞，清重映里，澤山泰佳，神出 計：身体機能と栄養の観点から考えた一般

住民高齢者に対する身体計測の意義―健康長寿（SONIC）研究からの知見― 日本地域看護学

会第 19 回学術集会 平成 28 年 8 月 26～27 日 下野 
36. 樺山 舞，神出 計，龍野洋慶，中間千香子，横山世理奈，永澤元規，平尾聡美，小黒亮輔，

山本浩一，杉本 研，樂木宏実：身体的フレイル指標および高次生活機能をアウトカムとした
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高齢者高血圧の治療における高圧下限値の検討―ＳＯＮＩＣ研究 第 39 回日本高血圧学会総

会 平成 28 年 9 月 30 日～10 月 2 日 仙台 
37. 山本浩一，神出 計，樂木宏実：超高齢者における高血圧の疫学 第 39 回日本高血圧学会総

会 平成 28 年 9 月 30 日～10 月 2 日 仙台 
38. 井上貴子，樺山 舞，神出 計：一般住民高齢者に対する身体計測と身体機能と栄養状態（Ｂ

ＤＨＱ）との関連：SONIC 研究 第 38 回日本臨床栄養学会総会 平成 28 年 10 月 7～9 日 

大阪 
39. 永澤元規，鷹見洋一，竹屋 泰，杉本 研，山本浩一，池邉一典，権藤恭之，樺山 舞，神出 

計，樂木宏実：高齢者における血中アディポネクチン濃度についての加齢性疾患に対するバイ

オマーカーとしての役割―SONIC 研究―  第 27 回日本老年医学会近畿地方会 平成 28 年

10 月 22 日 大阪 
40. 龍野洋慶，神出 計，権藤恭之，樺山 舞，杉本 研，稲垣宏樹，増井幸恵，石崎達郎，新井

康通，池邉一典，樂木宏実：70 歳地域在住高齢者における高血圧と糖尿病の合併が認知機能の

低下に与える影響：SONIC 研究 3 年間の追跡調査より 第 11 回日本応用老年学会大会 平成

28 年 10 月 29 日 大阪 
41. 澤山泰佳，樺山 舞，清重映里，神出 計 地域在住一般住民高齢者における喫煙量と認知症

機能の関連性について：SONIC 研究 第 5 回日本公衆衛生看護学会学術集会 平成 29 年 1 月

21 日～22 日 仙台 
42. 楽木宏実, 杉本 研, 勝谷友宏, 田原康玄, 小原克彦, 池上博司, 神出 計, 大澤春彦：実態調

査の進捗と一般集団におけるインスリン抵抗性と下肢筋力の関連解析-糖尿病・耐糖能異常にお

けるサルコペニアの実態調査とリスク因子の抽出 2016 年度 AMED4 事業合同成果報告会 

平成 29 年 2 月 24 日 東京 
 
（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み 

1. 杉本 研. 健康長寿のためにできること、やるべきこと. 第 27 回日本老年医学会近畿地方会 
市民公開講座, 2016.10.22, 大阪 

2. 杉本 研. フレイルを知って介護予防. Handai-Asahi 中之島塾  市民公開講座, 2016.07.09,大
阪 

3. 田原康玄・川口喬久・瀬藤和也・松田文彦. 京大の先生と楽しく学ぶサイエンス「謎を解いて学

ぶ DNA 講座」.いきいき健康フェスティバル 2016. 2016/5/22. 長浜. 
4. 神出 計. 最新の研究から知る、高齢期を健康に過ごすための方法. 大阪大学老年学研究会主催 

平成 29 年 1 月 28 日 伊丹市中央公民館 
 

（４）特許出願 

該当なし。 

 
 


